


ともに研究を行います。

研究者・技術者を育てます。

ワークライフバランスを
実現します。

私たちは、「ライフイノベーション」に関する共同研究を行い
ます。ライフイノベーションとは、生命科学をはじめ医療、健康
など生存に関わる研究から、暮らしや生活の向上に資する理
工学・文理融合領域の研究を通じて、新しい仕組みを作り、実
装し、社会に変化を生み出していくことです。
共同研究では、クロスアポイントメントや、女性が代表者とな
る研究プロジェクトを推進します。

※「クロスアポイントメント」…研究者等が大学、公的研究機
関、企業の中で、２つ以上の機関に雇用されつつ、一定のエフ
ォート管理の下で、それぞれの機関における役割に応じて研
究・開発及び教育に従事することを可能にする制度。（経済産
業省の定義より）

私たちは、共同研究を行う中で、クロスアポイントメント制度の
活用や女性が代表者となる研究プロジェクトの推進などによっ
て、研究力の向上を図り、上位職登用へつなげます。また、ライ
フイベント中の研究者に対する研究支援員制度の共同実施、企
業の技術者などへのリカレント教育などを進めます。さらに、学
生の将来の進路選択に資する、啓発イベントなどを行います。
これらを積極的に発信していきます。

※「リカレント教育」…社会人の学び直しのこと。自己啓発によ
って、生産性の上昇、年収の増加、昇任などの効果が期待されて
いる。

私たちは、ワークライフバランスやダイバーシティに配慮した
研究環境を整備します。社会は、多種多様な人々で構成されて
おり、持続的な発展のためには、それぞれの生き方やライフス
テージが尊重される必要があります。
また、私たちは、事業の取組みや成果について、ホームページ
や地域メディアを通じて広く発信し、横浜を中心とする神奈川・
東京のダイバーシティ研究環境の実現に貢献していきます。そ
のために、国内外の諸機関との連携も積極的に行います。

・学生，ポスドク，助教など
・研究員など

・准教授
・上級専門職

・教授，役員など

これまでの取組と今後の計画は以下の通りです。

◎ 2018年度
　・連携協議会の発足（12月）
　・キックオフシンポジウムの開催（3月）
　・参画機関の拡大によるネットワーク形成

◎ 2019年度
　・研究者・技術者のための交流会（７月）
　・共同研究のためのマッチングイベントの開催
　・高校生向け講座（10月）　ほか
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Progressこれまでの歩みと今後

理化学研究所　かなテラス
横浜市経済局　アイネット
神奈川新聞社　テレビ神奈川
tvkコミュニケーションズ
横浜市男女共同参画推進協会
富士通エフサス　進研アド
Peatix Japan　Kienbaum Japan
Mintomo株式会社

大成建設、帝人横浜国立大学
◎代表機関 ◎共同実施機関

◎ネットワーク機関育成・交流

共同研究

クロスアポイントメント

リカレント教育

環境整備

情報発信

ダイバーシティ連携協議会KT

ダイバーシティ連携協議会KTメンバー

　◆シンボルマークについて
「ダイバーシティ」とは、多様性のことです。 組織が、性別、人種、国籍、
宗教などの様々な属性をもった人を、積極的に経営に生かすことを
意味しています。このシンボルマークは、それぞれのカラーと大きさ
が存在し、調和しつつ、一体となってきれいな花を咲かせている、こ
とを表現したものです。
表紙の、シンボルマークを端に寄せたデザインは、本協議会の今後
の可能性への希望を込めています。

（2019.10.1現在）
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